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い
っ
た
広
範
囲
の
黒
曜
石
が
集
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
石
質
の

異
な
る
石
が
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ

て
い
た
な
ら
ば
理
解
は
し
や
す
い
。
し
か
し

ほ
ぼ
同
じ
石
質
の
黒
曜
石
が
な
ぜ
こ
れ
だ
け

広
い
範
囲
か
ら
集
め
ら
れ
た
の
か
？

　

そ
れ
を
解
く
鍵
は
、
愛
鷹
山
麓
と
い
う
、

山
に
も
海
に
も
ア
ク
セ
ス
が
容
易
な
環
境
と
、

当
時
の
狩
猟
集
団
の
行
動
様
式
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

近
刊
『
愛
鷹
山
麓
の
旧
石
器
文
化
』
は
、

黒
曜
石
の
産
地
分
析
な
ど
の
最
新
の
研
究
成

果
に
基
づ
き
な
が
ら
、
彼
ら
の
石
器
づ
く
り

と
狩
猟
行
動
に
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ば
理
解
し
や

す
い
よ
う
平
易
な
記
述
を
心
が
け
た
の
で
、

一
読
を
勧
め
た
い
。

　

航
海
の
目
的
は
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
列

島
到
達
の
ル
ー
ト
と
方
法
の
検
証
に
あ
っ
た
。

与
那
国
島
到
着
ま
で
は
四
五
時
間
を
要
し
、

夜
間
は
「
ス
タ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ

っ
て
針
路
を
決
め
た
が
、
天
上
か
ら
水
平
線

近
く
ま
で
続
く
天
の
川
が
、
我
々
を
導
い
て

い
る
か
の
よ
う
に
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
海
を
渡
り
、
列
島
に
到
達
し
た

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
ま
た
た
く
間
に
北
海

道
を
除
く
列
島
の
ほ
ぼ
全
域
に
進
出
し
た
。

彼
ら
が
残
し
た
遺
跡
の
密
度
は
、
世
界
の
旧

石
器
時
代
と
く
ら
べ
て
も
き
わ
め
て
高
い
。

　

そ
の
理
由
は
、
列
島
の
豊
富
で
多
様
性
の

あ
る
食
料
資
源
に
求
め
ら
れ
る
が
、
狩
猟
具

で
あ
る
「
ヤ
リ
」
の
材
料
と
な
る
黒
曜
石
や

サ
ヌ
カ
イ
ト
な
ど
の
良
質
な
石
材
に
恵
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

旧
石
器
人
の
到
達
ル
ー
ト
と
し
て
有
力
な

台
湾
―
琉
球
ル
ー
ト
、
朝
鮮
半
島
―
北
部
九

州
ル
ー
ト
の
ど
ち
ら
に
も
、
切
れ
味
の
い
い

良
質
な
石
材
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
天
然
の

火
山
ガ
ラ
ス
、
黒
曜
石
に
出
会
っ
た
彼
ら
の

驚
き
と
喜
び
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

近
年
の
分
析
科
学
の
進
展
に
よ
っ
て
、
黒

曜
石
は
非
破
壊
か
つ
大
量
の
原
産
地
分
析
が

可
能
に
な
っ
た
。

　

た
と
え
ば
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い

る
愛あ

し

鷹た
か

山さ
ん

麓ろ
く

に
は
、
中
部
高
地
の
黒
曜
石
に

加
え
て
、
天
城
・
箱
根
、
さ
ら
に
神こ

う

津づ

島し
ま

と

新刊 単行本
　
小
泉
吉
永
著

『
心し

ん

教き
よ
う

を
以も

つ

て
尚し

よ
う

と
為な

す
│
江
戸
に
学
ぶ
「
人
間
教
育
」
の
知
恵

』

尚
と
為
す

│
江
戸
に
学
ぶ
「
人
間
教
育
」

の
知
恵
』
は
、
三
〇
年
蒐
集
し
て
き
た
教
育

史
料
を
駆
使
し
た
月
刊
『
武
道
』
の
連
載
記

事
（
三
六
回
）
に
大
幅
な
補
訂
を
加
え
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
の
育
児
書
な
ど
一
〇
〇
余

点
が
伝
え
る
子
育
て
・
人
づ
く
り
の
知
恵
を

一
冊
に
凝
縮
し
て
あ
る
。

も
と
も
と
一
般
読
者
向
け
の
記
事
だ
っ
た

た
め
、
新
た
な
史
料
に
基
づ
く
記
述
を
増
や

し
、「
原
典
に
よ
る
引
用
」「
典
拠
の
明
記
」

「
豊
富
な
図
版
」「
索
引
」
な
ど
に
よ
っ
て

学
術
研
究
に
十
分
資
す
る
よ
う
に
く
ふ
う
し
、

編
集
者
の
的
確
な
助
言
に
よ
っ
て
さ
ら
に
磨

き
を
か
け
た
。

松ま
つ

尾お

芭ば
し

蕉よ
う

は
俳
諧
の
本
質
を
「
不ふ

易え
き

流

行
」
と
表
現
し
た
（『
去き

よ

来ら
い

抄し
よ
う』）。「
不
易
」

は
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
も
の
、「
流

行
」
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
も
の

だ
が
、両
者
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、真
の
「
不

易
」
は
「
流
行
」
し
、真
の
「
流
行
」
は
「
不

易
」
と
な
る
と
説
い
た
。

本
書
で
紹
介
し
た
先
人
の
知
恵
に
、
読
者

が
、
子
育
て
・
人
づ
く
り
の
不
易
を
見
出
し
、

こ
れ
を
流
行
さ
せ
る
一
助
と
な
れ
ば
、
望
外

の
喜
び
で
あ
る
。

の
に
対
し
、
最
近
の
五
〇
年
間
は
「
成
功
す

る
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
の
つ
く
り
方
、
テ
ク
ニ

ッ
ク
、
あ
る
い
は
、
応
急
処
置
的
な
手
法
」

に
終
始
し
て
い
た
。

そ
し
て
著
者
は
、
人
格
主
義
か
ら
個
性
主

義
に
変
貌
し
た
二
〇
世
紀
中
葉
以
後
の
成
功

論
は
「
そ
の
場
し
の
ぎ
の
表
面
的
」
な
も
の

で
、
根
本
的
な
問
題
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い

と
述
べ
た
。

さ
て
、
昨
年
暮
れ
に
「
二
〇
二
〇
年
の
幕

開
け
は
激
動
。
物
事
が
根
底
か
ら
崩
れ
、
再

構
築
さ
れ
る
」
と
予
見
し
た
占
い
師
の
オ
フ

ェ
リ
ア
・
麗れ

い

さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
大
流
行
、
す
な
わ
ち
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
「
必
要
な
試
練
」
と
受
け
止
め
、
原

点
に
立
ち
戻
っ
て
、
個
人
も
社
会
も
よ
り
良

い
方
向
に
転
換
す
べ
き
だ
と
助
言
し
て
い
る
。

　

た
し
か
に
、
私
た
ち
は
前
に
進
む
し
か
な

い
。
だ
が
、密
室
・
無
縁
化
す
る
家
庭
、孤
立
・

弱
体
化
す
る
地
域
社
会
、
人
材
不
足
と
活
力

喪
失
に
悩
む
企
業
、
美
辞
麗
句
の
掛
け
声
ば

か
り
で
混
迷
す
る
教
育
改
革
な
ど
、
子
育
て

や
人
づ
く
り
を
め
ぐ
る
課
題
は
多
く
、「
戦

後
最
大
の
危
機
」
が
こ
れ
ら
を
ま
す
ま
す
顕

在
化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
難
局
や
人
生
の
岐き

路ろ

に
立
っ

た
と
き
、
大
き
な
指
針
と
な
る
の
が
先
人
の

教
え
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
『
心
教
を
以
て

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ
ィ
ー
著
『
七

つ
の
習
慣
』（
一
九
八
九
年
）
は
、
全
世
界

で
三
〇
〇
〇
万
部
を
超
す
ビ
ジ
ネ
ス
書
と
い

う
。
私
は
、
こ
の
種
の
書
籍
を
ほ
と
ん
ど
読

ま
な
い
が
、
つ
ぎ
の
指
摘
に
は
、
深
く
共
鳴

し
た
。

す
な
わ
ち
、
建
国
以
来
の
二
〇
〇
年
間
に

米
国
で
出
版
さ
れ
た
「
成
功
」
関
連
文
献
数

百
冊
を
調
べ
る
と
、
最
初
の
一
五
〇
年
間
は

「
誠
意
、
謙
虚
、
誠
実
、
勇
気
、
正
義
、
忍

耐
、
勤
勉
、
節
制
、
黄
金
律
な
ど
」
を
説
く

池
谷
信
之

佐
藤
宏
之
編『
愛
鷹
山
麓
の
旧
石
器
文
化
』

ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
、

黒
曜
石
と
出
会
う池

谷
信
之

　

昨
年
七
月
七
日
の
深
夜
、
私
は
台
湾
東
方

沖
に
浮
か
ぶ
ク
ル
ー
ザ
ー
の
甲か

ん

板ぱ
ん

に
い
た
。

空
に
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
鮮
や

か
な
天
の
川
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
星
々
は

強
く
ま
た
た
き
、
ま
さ
に
降
っ
て
く
る
か
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

夜
空
か
ら
視
線
を
落
と
し
た
先
に
は
、
台

湾
を
出
発
し
て
与よ

那な

国ぐ
に

島じ
ま

を
め
ざ
す
丸
木
舟

が
浮
か
ん
で
い
る
。私
た
ち
は
海か

い

部ふ

陽よ
う

介す
け（
国

立
科
学
博
物
館
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
『
３

万
年
前
の
航
海
徹
底
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

の
実
験
航
海
の
只
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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◉ 〈本書の内容〉
［序　章］ 愛鷹旧石器文化とは何か
［第１章］ 旧石器時代の年代と愛鷹山麓の古環境
［第2章］ 愛鷹第１期における狩猟採集集団の技術と行動
［第3章］ 愛鷹第１期の石器編年
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［第5章］ 愛鷹山麓における石材の変遷と社会的背景
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 ［第7章］ 愛鷹山麓で選ばれた狩猟具づくり
［第8章］ 東海地方西部における遺跡群出現期の行動論
［第9章］ 東アジア旧石器社会の歴史的変遷と愛鷹旧石器文化の意義

７月７日、手漕ぎで台湾から与那国島をめざす。

黒曜石の露頭。中央の黒色部分が黒曜石。
神津島砂糠崎。
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い
け
や
・
の
ぶ
ゆ
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／
明
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学
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ー
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教
授
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『
心
教
を
以
て

　
　
尚
と
為
す

│
江
戸
に
学
ぶ
「
人
間
教
育
」
の
知
恵

』

小
泉
吉
永
（
往
来
物
研
究
家
）

江
戸
時
代
の
育
児
書
な
ど
一〇
〇
余
点
が

伝
え
る
子
育
て
、
人
づ
く
り
の
知
恵
！

忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
の
英
知
を

読
み
解
く
三
六
講
。

◉ 〈本書の内容〉

［第１章］ 早く、正しく育てよ
　　　　─先入主と年代別教育論

［第２章］ 学んで親となれ
　　　　─父母の育児心得と実践

［第３章］ 人を育てる極意
　　　　─厳格教育と徳教

［第４章］ 修己治人のくふう
　　　　─しつけと志の教育

今
こ
そ
原
点
回
帰
を

小
泉
吉
永

●
こ
い
ず
み
・
よ
し
な
が
／
学
術
博
士

（
金
沢
大
学
）、
往
来
物
研
究
家
。

父母に挨拶する子供。中沢道二『道二翁童蒙訓』より。

『
愛
鷹
山
麓
の

旧
石
器
文
化
』


